　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００９年１０月２０日

各　位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自治労アミカス嘱託職員ユニオン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　執行委員長　　本多　玲子

福岡市男女共同参画推進センター・アミカス嘱託職員に対する

更新回数制限制度（雇用年限）の撤廃等を求める団体署名への賛同・協力のお願い

　時下、皆様におかれましては益々ご清栄のこととおよろこび申し上げます。

　私たちアミカス嘱託職員ユニオンは、福岡市男女共同参画推進センター・アミカス（以下アミカス）で、事業推進員、図書司書、相談員として１年更新を繰り返しながら働く嘱託職員１０名で組織する労働組合です。２０００年９月の組合結成以来、雇用年限の撤廃を最重要課題として活動してきました。

　２００６年４月より、アミカスの運営は（財）福岡市女性協会から福岡市直営に移行しました。その際、財団に勤務していた私たち嘱託職員は雇用の継続を勝ち取ることはできましたが、更新回数を４回の制限する雇用年限の導入を阻止することができませんでした。以来、年限の撤廃を訴え続けてきましたが、進展のないまま２００９年度に入り、直営アミカスに勤務して今現在４年目を迎えています。

　去る８月３１日、今年度第１回目の団交において、アミカス側は、更新４回までの年限制度を厳格に実施し、５年を迎えた嘱託職員の雇用を継続しない旨を通告してきました。さらに、組合に一切知らせずに、平成３０年度までにアミカスで実施している事業のすべてを段階的に指定管理者制度に移行し外部委託する方針を今年度中に決定しようとしていることも明らかになりました。

　アミカスは福岡市の男女共同参画を推進する条例に拠点施設と定められた施設であり、運営が市に移行してまだ３年余しか経ていません。直営移行後のアミカスの業務が混乱なく継続されてきたのも、私たち嘱託職員が引き続き働き続けてきたからだと自負しています。それにも関わらず、アミカスの業務を担ってきた嘱託職員１０名を辞めさせ人を入れ替えることは、市民サービスの質の大幅な低下につながります。さらに１０名もの女性労働者を失業に追い込む今回の提案は、男女共同参画推進の拠点施設アミカスの設立の主旨にも反する許しがたいものです。

　今後、組合として粘り強く交渉していくつもりですが、壁は厚く、撤廃までには困難が予想されることから、別紙団体署名活動に取り組むことに致しました。緊急なお願いで申し訳ありませんが、どうか私たちの活動に対するご理解とご協力のほど、よろしくお願いします。

　　　請願書送付先：福岡市中央区天神５−４−１２地方自治センタービル３F

　　　　　　　　　　自治労福岡県本部組織政治局（大土宛）　０９２−７２１−１４１５

　　　　※　２００９年１１月１３日（金）必着でお願いします

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

福岡市市民局長

　阿　部　　　　亨　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

福岡市男女共同参画推進センター・アミカス嘱託職員への

更新回数制限制度の撤廃等を求める請願書

　福岡市男女共同参画推進センター・アミカス（以下　アミカス）におかれましては、２００６年４月より福岡市の直営となり、さらに昨年１１月には開館２０周年を迎えられ、日頃から福岡市の男女共同参画社会の実現に向けて様々な事業を展開されていることに敬意を表します。

　運営形態が福岡市の直営に移行して３年半、このたび２０１１年３月末をもって５年を迎える嘱託職員１０名もの更新を行わない旨の通告がなされ、さらに、平成３０年度までに、すべての事業を指定管理者制度により外部委託も水面下で検討されていると聞き及びました。

　アミカスには、財団時代から労働組合があり、更新回数制限制度の撤廃等を求め活動を続けています。現在、民間においても非正規労働者の雇い止め等による雇用の不安定化が社会不安につながるとして社会問題として大きく取り上げられています。女性の社会参画を支援してきたアミカスが、専門職として経験を重ね、アミカスの事業を担って働いてきた女性労働者１０名を失業の危機にさらすことは、センターの活動目的に相反するのではないでしょうか。経験をもつ専門職１０名を一度に入れ替えることは市民サービスの質の低下に直結し、アミカスにとっても大きな損失につながります。

　福岡市男女共同参画を推進する条例に定める拠点施設であるアミカスがその社会的使命に鑑み、以下について前向きに検討され改善されますようここに要請します。

記

１　嘱託職員への更新回数制限制度を撤廃すること

２　今後、アミカスの運営等について検討する場合、労働組合と事前に十分協議し合意の上実施する

　　こと

以　上

